
〔目的〕

（仮称）津波防災部会の設置について 【シミュレーション詳細】

令和４年５月に宮城県が公表した津波浸水想定により、新たに避難が必要となった津波
避難エリアを含む市内全域の津波浸水想定区域について、避難に関する時間等を検証し、
避難行動や津波避難施設の確保に関する考え方を整理することを目的とする。
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〔シミュレーションの流れ〕

現況調査 資料収集・整理 人流データ取得

シミュレーション範囲・避難手段・避難時間等の解析・付与条件等の検討

② 防災部会の開催

① 計画準備

避難シナリオ 等

③ 避難シミュレーションの実施

防災部会での検討内容をもとにシミュレーションモデルの構築、実施

（3回程度を想定）

④ シミュレーション結果の整理・課題検討

避難施設の確保状況や避難行動、自動車避難等の対応策等検討

⑤ 広報啓発用資料の作成

シミュレーションの結果や、避難の様子が時系列的にわかるような資料の作成

※動画やＶＲ等広く市民に視聴、確認できるコンテンツを想定

〔参考〕 シミュレーション例 （交通シミュレーションソフト）

シミュレーションの実施

定量的データ
（避難完了率グラフ）

視覚的な表現
（渋滞状況図など）

解析結果に基づく見解等

条件

・対象範囲 ・避難手段 ・避難時の通行条件
・対象避難者数 ・避難開始地点 ・避難開始時間、避難速度
・ケース設定 ・避難施設配置と道路ﾈｯﾄﾜｰｸ

〔参考〕 平成24年度 津波避難施設整備関わる津波避難行動シミュレーション

（「津波・避難解析結果を用いたVRシミュレーション」 パシフィックコンサルタンツ株式会社 より抜粋）

資料２(別紙)
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